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注）同一系統にインバータ制御された負荷がある場合、必ず低圧コンデンサ設備には直列リアクトル（L＝6%）を設置願います。
　 設置しない場合は高調波の拡大現象により、コンデンサの焼損や制御機器の誤動作が発生します。

力率自動制御

コンデンサは高圧側、低圧側両方で使用されますが、近年では下記の
ようなメリットからコンデンサの低圧設置化が進んでいます。

力率改善による皮相電流の低減により、トランスや配電線路の損失低減が図
れます。

コンデンサの低圧設置化について

①トランス及び配電線路の損失低減

自構内で発生する高調波電流を低圧進相コンデンサ設備が吸収し、配電系統へ
の高調波電流の流出を抑制します。（図1）

②高調波流出抑制効果

高圧側配電系統から流入する高調波電流を受電用変圧器の漏れインピーダン
スが防波堤となり、高調波電流の流入を防ぎ、低圧進相コンデンサ設備を高調
波障害から守ります。（図2）

③高調波流入防止効果

受配電設備に使われる当社商品のご紹介
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進相コンデンサ設備
更新のおすすめ

安全に関するご注意 ●正しく安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ず「取扱説明書」をお読みください。
●安全のため、接続などは、専門技術を有する人が行ってください。

（参考）交流フィルタ（参考）アクティブフィルタ

フィルムコンデンサは適切な選定・使用をされない場合、発煙・発火に至ることがあります。ご注意

（参考）瞬低・短時間停電補償装置



古い進相コンデンサ設備を

お使いではありませんか？
設備更新では、寿命に達した機器の機能や安全性・信頼性を、初期レベルに回復させるだけでなく、
経済性、環境への配慮、省エネ・省スペース化などこれまで以上に付加価値を高めた設備にするこ
とが可能です。

更新に向けての検討事項

老朽化コンデンサ設備の課題

◆事故が突然起こる（余寿命予測が難しい）

◆設置当初と現在の負荷状況等の変化

更新の必要性 更新の効果

更新には低損失の省エネタイ
プをお勧めします。
損失率の低減により電力量が
抑えられ、電気料金やCO2排
出量の削減が可能となります。

日常・定期的保守点検が重要であることは勿論ですが、通常の点検を行いながら使用した場合でも、機器
の構成材の老朽化などにより機器を新品と交換した方がよい更新推奨時期があります。安全に電気を使用
いただくためにも、また思わぬ重大事故、波及事故を防ぐためにも早めの設備更新をおすすめします。

機器の劣化故障パターン

コンデンサ及び直列リアクトル、放電コイルなどの付属機器は、ＪＥＭＡ（一般社団法人日本電機工業会）
の「汎用高圧機器（及び低圧機器）の更新推奨時期に関する調査」報告書において更新推奨時期を
以下のように定めています。

注意！　特に昭和50年以前の低圧進相コンデンサは保安装置が内蔵されていないため、万一の内部故障時には二次災害（発煙・発火）が発生する
おそれがあります。防災の上でも早急にお取替えをお願いいたします。製造年は、コンデンサ正面に貼られた銘板をご確認ください。

更新推奨時期の目安

低損失　高圧進相コンデンサ設備のＱ-ＰＡＣの導入事例

従来品の高圧進相コンデンサ設備を低損失形高圧進相コンデンサ
設備に更新（更新進相設備容量：1,000kvar×30台）。
電力量料金、及びCO2が約44％に低減。

■輸送用機器製造業　A社

従来品の高圧進相コンデンサ設備を低損失形高圧進相コンデンサ
設備に更新（更新進相設備容量：600kvar×2台）。
電力量料金、及びCO2が約60％に低減。

■輸送用機器製造業　B社

従来品の高圧進相コンデンサ設備を低損失形高圧進相コンデンサ
設備に更新（更新進相設備容量：300kvar×3台）。
電力量料金、及びCO2が約48％に低減。

■輸送用機器製造業　C社

標準品の高圧進相コンデンサ設備の直列リアクトル［乾式モールド
形］を低損失品の直列リアクトル［乾式モールド形］に新設
（新設リアクトル容量：19kvar×11台）。
電力量料金、及びCO2が約50％に低減。

■電気機器製造業　D社

高圧進相コンデンサ設備 Q-PAC

30年前の既設品［LV-4形］と現行品［LV-6形］との比較で

75％の損失低減！
■誘電体にオールフィルムを採用し、当社独自の電極構造
（NH式）を採用。低損失のため電力損失が小さく運転経費
が削減。
■コンデンサの引出し電極を無誘導構造とすることにより、
コンデンサ開閉時の突入電力等に対する耐電流性が向上。

既設品と現行品の比較
なぜ低損失

高圧進相コンデンサ及び付属機器　　　　　　　　　　　　　　１５年

低圧進相コンデンサ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０年

シヅキの進相コンデンサ設備に更新すると

断然「お得」です！

省スペース化 保護対策 不燃化 コンデンサ自動制御装置 省エネ効果

コンデンサ 直列
リアクトル

コンデンサ
設備
スペース1/2

コンデンサ
［保護検出器］

直列リアクトル
［温度センサ］

窒素ガス封入式
コンデンサ

モールドリアクトル

SQ-Sシリーズ

Q-AUTOMAT/Ⅲ

機器の劣化故障パターン

機　種 更新推奨時期（使用開始後）

※これらの値は保証値ではありません。

輸送用機器製造業
Ｃ社様への
ご提案の内容

設備容量

稼働時間

種別

損失

年間消費電力量

年間電力量料金

ＣＯ2排出量

既設品

30年前(1986年)

［Q-PAC形］

コンデンサ：LV-4形＋直列リアクトル：LR形

700W/set

18,396kWh

294,336円

9.4t

50Hz　300kvar　3set

24hｘ365日

現行品

標準タイプ（参考）

［Q-PAC-2B形］

コンデンサ：LV-6形＋直列リアクトル：LR-3形

540W/set

14,191kWh

227,056円

7.3t

現行品

低損失品（省エネタイプ）

［Q-PAC-2L形］

コンデンサ：LV-6形＋直列リアクトル：LR-S形

365W/set

9,592kWh

153,472円 ！！
4.9t ！！

※単位電力量料金：16円/kWhで試算。
※CO2排出係数：0.512kg-CO2/kWh（平成28年度実績 経済産業省・環境省公表）で試算。

［低損失直列リアクトル：LR-S形］

既設品［LR形］・現行品の標準タイプ［LR-3形］との比較で

損失1/2化！
■ 鉄損：ハイグレード鉄心を採用。
■ 銅損：巻線の電流密度を低減。

既設品

低損失品

許容故障率

重大事故、波及事故の
可能性大

使用年数

摩耗故障期偶発故障期初期故障期

故障率

CO2排出量年間電力量料金年間消費電力量

［kwh］

20000

15000

10000

5000

0

［千円］

300

200

100

0

［kg］

15000

10000

5000

0

29418396

9592
153

※既設
比

48％低減

4900

9400

［コンデンサ］

？？

更新推奨時期

●電気料金の節減
●設備余裕の増加
●負荷の増設
●電圧降下の低減
●故障検出機能追加
●省スペース化
●不燃化
●自動力率調整機能追加
●省エネ、CO2排出量の削減

●設備の老朽化防止
●力率改善
●高調波対策
●変電所スペースの有効活用
●公害規制の遵守
●省エネルギー対策●力率低下による電力料金の増加

●進相容量不足
●高調波障害懸念

●上位機器の健全性確認を含めた緊急対応、
　復旧までの費用と時間

適切な
保守点検が
必要です

ＪＥＭＡ（一般社団法人日本電機工業会）汎用高圧機器の更新のおすすめを参考
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●力率改善
●高調波対策
●変電所スペースの有効活用
●公害規制の遵守
●省エネルギー対策●力率低下による電力料金の増加

●進相容量不足
●高調波障害懸念

●上位機器の健全性確認を含めた緊急対応、
　復旧までの費用と時間

適切な
保守点検が
必要です

ＪＥＭＡ（一般社団法人日本電機工業会）汎用高圧機器の更新のおすすめを参考
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〈お願い〉 このカタログは、2018年6月現在の製品仕様・寸法などで、予告なしに変更することがありますので、ご発注の際はご確認をお願いいたします。 2018.06 IP 2000 SJ-325-B
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低圧進相コンデンサ設備関連機器

注）同一系統にインバータ制御された負荷がある場合、必ず低圧コンデンサ設備には直列リアクトル（L＝6%）を設置願います。
　 設置しない場合は高調波の拡大現象により、コンデンサの焼損や制御機器の誤動作が発生します。

力率自動制御

コンデンサは高圧側、低圧側両方で使用されますが、近年では下記の
ようなメリットからコンデンサの低圧設置化が進んでいます。

力率改善による皮相電流の低減により、トランスや配電線路の損失低減が図
れます。

コンデンサの低圧設置化について

①トランス及び配電線路の損失低減

自構内で発生する高調波電流を低圧進相コンデンサ設備が吸収し、配電系統へ
の高調波電流の流出を抑制します。（図1）

②高調波流出抑制効果

高圧側配電系統から流入する高調波電流を受電用変圧器の漏れインピーダン
スが防波堤となり、高調波電流の流入を防ぎ、低圧進相コンデンサ設備を高調
波障害から守ります。（図2）

③高調波流入防止効果

受配電設備に使われる当社商品のご紹介
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進相コンデンサ設備
更新のおすすめ

安全に関するご注意 ●正しく安全にお使いいただくため、ご使用の前に必ず「取扱説明書」をお読みください。
●安全のため、接続などは、専門技術を有する人が行ってください。

（参考）交流フィルタ（参考）アクティブフィルタ

フィルムコンデンサは適切な選定・使用をされない場合、発煙・発火に至ることがあります。ご注意

（参考）瞬低・短時間停電補償装置


